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▼
　
定
例
会
　
令
和
元
年
度
決
算

26.3億円

0.3億円 2.2億円 2.1億円2.8億円 4.1億円 4.9億円

33.8億円

12.7億円
10.3億円

※�実質収支＝（歳入－歳出）－翌年度
に繰り越すお金

※�実質単年度収支＝実質収支－前年度の
実質収支+積立金－取崩額

歳　入
自 主 財 源：町が自主的に収入できるお金。
依 存 財 源：�国や県など、町以外の法律・基準・意思により決

定され、町に分配・交付されるお金。

歳　出

扶　助　費：�児童手当や乳児・高齢者・重度心身障がい者の医
療費に使う経費。

公　債　費：町が借り入れたお金の返済に充てる経費。
物　件　費：賃金、委託料、消耗品費、郵便料などの経費。
義務的経費：�人件費や扶助費、公債費など任意に削減できない

極めて硬直性が高い経費。
投資的経費：�支出が学校や道路などの資産の形成に向けられ

て、財産として将来に残るものに対して支出され
る経費。

ことばの
ヒント！

しかし 一般会計

決算

ど
の
よ
う
に
　  

っ
た
？
97
億
円

令和元年度

使12.1億円

22.5億円

10.8億円

5.0億円

16.3億円

2.0億円

13.5億円 13.8憶円

1.3億円

自主財源 31.5 億円 依存財源 67.9 億円

義務的経費
45.4 億円

実質収支は
2億404万円の
黒字

実質単年度収支は
1億6千538万円の
赤字

投資的経費
5.0 億円

その他の経費
46.9 億円

歳　　出
97億2,929万円の内訳

歳　　入
99億3,788万円の内訳
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▼
　
定
例
会
　
令
和
元
年
度
決
算

　
令
和
２
年
第
３
回
定
例
会

は
、
９
月
３
日
か
ら
10
日
ま

で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
や
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予

算
な
ど
、
報
告
３
件
、
承
認

１
件
、
議
案
11
件
が
上
程
さ

れ
、
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　
ま
た
令
和
元
年
度
一
般
会

計
、
特
別
会
計
な
ど
の
歳
入

歳
出
決
算
認
定
議
案
８
件
に

つ
い
て
は
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
集
中
審
査
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
認
定
し

ま
し
た
。

▲議案審議を進める　西舘議長、楢山副議長、平野決算特別委員長（左側から）

▼各会計別の決算

※四捨五入の関係上、合計（小計）において一致しない場合があります。

収　　入 支　　出 差引残額
国民健康保険 24億5,409万円 24億2,649万円 2,760万円
奨学資金貸付事業 2,026万円 1,997万円 30万円
公共下水道事業 10億6,105万円 10億5,199万円 906万円
農業集落排水事業 1億4,573万円 1億4,273万円 300万円
介護保険 22億2,119万円 21億7,048万円 5,071万円
後期高齢者医療 2億　136万円 1億9,637万円 499万円
病院事業（収益的収支） 8億7,468万円 9億2,116万円 ▲4,647万円

民生費

32.6億円

民生費

34.2億円

総務費

13.6億円

総務費

13.3億円

土木費

13.8億円

土木費

13.0億円

公債費

10.3億円

公債費

10.8億円

教育費

17.5億円

教育費

10.3億円

消防費 4.5億円

消防費 4.2億円

議会費 1.0億円

議会費 1.0億円

その他

9.8億円

その他

10.5億円

0億円 20億円 40億円 60億円 80億円 100億円

H30年度

決算額

103.1億円

R元年度

決算額

97.3億円

▼一般会計　目的別歳出決算額
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▼
　
定
例
会
　
決
算
審
査
報
告

町税 2,407万円
3,068万円

2,254万円 1,736万円

3,705万円

2,340万円 2,806万円 2,578万円 2,629万円 2,081万円 2,262万円
1,439万円

5,735万円

1,375万円

国保税 3,968万円
4,199万円

4,078万円

2,859万円

5,138万円

3,062万円 2,279万円
1,993万円 2,179万円 3,414万円 3,114万円

2,284万円

1,115万円

996万円

不納欠損の合計額

6,689万円 7,564万円
6,693万円

4,948万円

9,307万円

5,790万円5,432万円
4,942万円

5,412万円

6,921万円

5,769万円

4,239万円

7,168万円

2,637万円

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

決算審査報告
監査委員の意見

【
決
算
審
査
意
見
】

　

各
会
計
と
も
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
令
和
元
年
度
の
決
算
額

は
、
前
年
度
比
で
歳
入
で
は

３
・
７
％
、
歳
出
で
も
３
・

８
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
収
支

状
況
は
、
実
質
収
支
は
黒
字
と

な
っ
た
が
実
質
単
年
度
収
支
で

は
昨
年
同
様
に
赤
字
と
な
っ
た
。

　

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
財

政
力
指
数
が
前
年
よ
り
や
や
上

昇
し
、
実
質
公
債
費
比
率
や
将

来
負
担
比
率
も
改
善
は
し
て
い

る
が
、
実
質
単
年
度
収
支
は
１

億
６
５
３
８
万
円
で
４
年
連
続

の
赤
字
と
な
っ
た
。
地
方
交
付

税
の
経
常
的
収
入
の
減
少
と
物

件
費
な
ど
の
経
常
経
費
の
増
加

に
よ
り
平
成
29
年
度
か
ら
赤
字

額
が
拡
大
し
て
い
る
。
な
お
、

実
質
単
年
度
収
支
の
赤
字
は
財

政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

り
対
応
し
て
い
る
た
め
財
政
運

営
に
あ
た
っ
て
は
財
政
指
標
の

推
移
に
は
十
分
留
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

特
別
会
計
に
お
い
て
は
令
和

元
年
度
の
一
般
会
計
か
ら
総
額

13
億
７
５
０
５
万
円
が
特
別
会

計
に
繰
出
さ
れ
て
い
る
。
自
主

性
・
独
立
性
を
高
め
、
引
き
続

き
収
入
率
の
向
上
を
図
っ
た
う

え
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効

率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
ら
れ

た
い
。

【
財
政
健
全
化
審
査
意
見
】

　

財
政
健
全
化
判
断
の
４
項
目

（
①
実
質
赤
字
比
率
②
連
結
実

質
赤
字
比
率
③
実
質
公
債
費
比

率
④
将
来
負
担
比
率
）の
指
標

は
、
早
期
健
全
化
基
準
を
全
て

下
回
っ
て
お
り
、
特
に
指
摘
す

べ
き
事
項
は
な
い
。

【
経
営
健
全
化
審
査
意
見
】

　

資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、

病
院
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、

農
業
集
落
排
水
事
業
の
各
会
計

は
、
赤
字
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

結
果
と
し
て
資
金
不
足
比
率
と

し
て
の
数
値
は
出
ず
、
良
好
な

状
況
と
認
め
ら
れ
る
。

【
不
納
欠
損
額（
表
１
）及
び
収

入
未
済
額（
表
２
）の
状
況
】

　

令
和
元
年
度
の
不
納
欠
損
額

は
、
前
年
度
比
で
、
約
４
５
３

１
万
円
減
少
し
、
２
６
３
７
万

円
と
な
っ
た
。
内
訳
は
、
町
税

と
国
保
税
が
全
体
の
89
・
９
％

を
占
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
収
入
未
済
額
は
、
約

３
１
０
５
万
円
減
少
し
、
３
億

３
３
０
２
万
円
と
な
っ
た
。
特

に
固
定
資
産
税
、
農
業
集
落
排

水
使
用
料
が
減
少
し
て
い
る
。

　

不
納
欠
損
額
及
び
収
入
未
済

額
の
推
移
と
も
に
、
減
少
傾
向

に
あ
り
、
努
力
の
跡
が
見
受
け

ら
れ
る
。
今
後
も
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

監査委員
木村　忠一

代表監査委員
柏崎　堅一

選択と集中の理念に基づき
安定した財政運営を

表１　不納欠損額の推移

町税 2.13億円 2.24億円 2.57億円 2.88億円 2.77億円 2.86億円 2.71億円 2.54億円 2.35億円 2.23億円 2.02億円 1.87億円
1.34億円 1.25億円

国保税, 3.30億円 3.18億円
3.29億円

3.45億円 3.55億円 3.65億円 3.76億円 3.84億円 3.73億円
3.37億円

2.81億円
2.20億円

1.87億円 1.67億円

収
6,689万円

入未済の合計額
5.98億円

6.50億円
7.02億円 7.04億円

7.25億円
7.18億円 7.10億円

6.74億円
6.15億円

5.35億円

4.50億円

3.64億円
3.33億円

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

※四捨五入の関係上、金額が一致しない場合があります。

表２　収入未済額の推移

⃝おいらせ町議会だより 2020.10.26 発行／懸かけはし橋⃝ 4



▼
　
定
例
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決
算
審
査
報
告

決算審査報告
一般会計の決算の規模
R元年度 H30年度 増減率

歳入 99.4億円 105.0億円 ▲5.3%
歳出 97.3億円 103.1億円 ▲5.7%
差引 2.1億円 1.9億円 11.8%
繰越 0.0億円 0.0億円 R元年度455万円 

H30年度241万円

収支 2.0億円 1.8億円

【主なもの】
区　　分 R元年度 H30年度 増減額 増減率 主な内容

歳　

入

町税 26.3億円 25.8億円 0.5億円 1.8%
地方交付税 33.8億円 34.1億円 ▲0.2億円 ▲0.7%
分担金及び負担金 0.3億円 1.1億円 ▲0.8億円 ▲76.2% 小・中学校給食費負担金等の減
国庫支出金 12.7億円 12.9億円 ▲0.2億円 ▲1.4%
県支出金 10.3億円 9.7億円 0.6億円 6.3%
繰入金 0.2億円 0.3億円 ▲0.1億円 ▲25.1% 公共施設整備基金繰入金等の減
町債 4.9億円 9.3億円 ▲4.5億円 ▲47.8% 百石中学校講堂改築事業債等の減

歳　

出

目的別

民生費 34.2億円 32.6億円 1.5億円 4.7% 子どものための教育・保育給付費等の増
総務費 13.3億円 13.6億円 ▲0.2億円 ▲1.8%
土木費 13.0億円 13.8億円 ▲0.8億円 ▲5.8%
公債費 10.8億円 10.3億円 0.5億円 5.1%
教育費 10.3億円 17.5億円 ▲7.2億円 ▲41.3% 百石中学校講堂改築事業等の減

性
質
別

義務的 
※3

人件費 12.1億円 12.1億円 0.0億円 0.3%
扶助費 22.5億円 21.4億円 1.1億円 5.0%
公債費 10.8億円 10.3億円 0.5億円 5.1%

投
資
普通建設事業費 
単独事業 5.0億円 13.0億円 ▲8.0億円 ▲61.6%

そ
の
他

物件費※４ 16.3億円 15.1億円 1.2億円 8.1%
補助費等 13.5億円 13.2億円 0.3億円 2.0%
繰出金※５ 13.8億円 14.0億円 ▲0.3億円 ▲2.0%

※歳出は、目的別・性質別の２つの側面から見た経費となっていますので内容が重複しています。

【基金残高（町の貯金）】
区　　分 R元年度 H30年度 増減額

財政調整基金 14.0億円 14.9億円 ▲0.9億円
減債基金 7.1億円 7.1億円 0.0億円
地域振興基金 12.3億円 12.3億円 増減なし
公共施設整備基金 8.1億円 7.3億円 0.8億円
その他(16基金) 13.2億円 12.9億円 0.3億円

合　　計 54.6億円 54.4億円 0.2億円
【地方債残高（町の借金）】

区　　分 R元年度 H30年度 増減額
一般会計 101.7億円 106.9億円 ▲5.3億円
公共下水道事業 62.9億円 67.4億円 ▲4.5億円
農業集落排水事業 5.4億円 5.6億円 ▲0.2億円
病院事業 0.6億円 0.7億円 ▲0.1億円

合　　計 170.6億円 180.6億円 ▲10.1億円

実質単年度収支※1 経常収支比率※2
Ｈ29年度 ▲1億6,836万円 91.2%
Ｈ30年度 ▲1億4,707万円 95.1%
R元年度 ▲1億6,538万円 94.4%
※実質単年度収支は４年連続で赤字となっており、
　毎年、財政調整基金を取り崩し補填しています。

※ 1 実質単年度収支がマイナスだと？
　　 財政調整基金を取り崩し、財源不足を補っている状態です。
　　 家庭で例えると、毎年、貯金を取り崩している状態です。
※ 2 経常収支比率が高いと？
　　 �比率が高いほど財政の硬直化が深刻化し余裕がない状態で

す。
　　 家庭で例えると、急な出費の時に対応できない状態です。

ちょこっと　コーヒーブレイク

　９月２６日の新聞記事に、”おいらせ町“のために自発的に
活動をしている方々が掲載されていましたのでご紹介しま
す。まずは、一川目保育園近くに「お巡りさん人形」を製作
し、車や子ども達への交通安全を願うもの。また、いちょう
公園の樹木台帳とマップを３年かけて作成し、公園の樹木を
親しみつつ、大切に守っていこうとするもの。コロナ禍です
が、町民の皆様に”おいらせ町”は支えられていると思うと”
ほっと”した瞬間でした。“感謝・感謝”

※3義務的：支出が義務的で任意では削減
                 できないもの
※4物件費：委託料、賃金、旅費、役務費等
　　　　　  の消費的性質の経費を総称
※5繰出金：一般会計から特別会計及び基金
　　　　　  間で相互に資金運用するもので、
　　　　　  国民健康保険や介護保険、後期
　　　 　　 高齢者医療等の特別会計を支え
 　　　　　 る経費

6.8億円 16.9億円 財政調整基金
14.0億円

140.4億円
地方債現在高

101.7億円

0.39億円

実質単年度収支
4.09億円

1.01億円

▲ 1.65億円

▲ 2億円

▲ 1億円

0億円

1億円

2億円

3億円

4億円

5億円

0億円

20億円

40億円

60億円

80億円

100億円

120億円

140億円

160億円

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

財政状況の推移 １

18.5%
19.4%

13.7%
実質公債費比率

11.0%

89.4%

経常収支比率

85.3%

91.2% 88.6% 94.4%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元

財政状況の推移 ２

※四捨五入の関係上、金額が一致しない場合があります。
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▼　
９
月
定
例
会　
議
案
審
議
／
議
員
全
員
協
議
会

議案審議一覧
全て原案可決しました

９月
定例会

　３日（木）　開    会
　７日（月）　一般質問
　８日（火）　一般質問、議案審議
　９日（水）　決算特別委員会
１０日（木）　決算特別委員会、議案審議

報告第 ４ 号

報告第 ５ 号

報告第 ６ 号

承認第１１号

議案第４５号

議案第４６号
議案第４７号

議案第４８号

議案第４９号

議案第５０号

議案第５１号

議案第５２号

令和元年度おいらせ町健全化判断比率及び資
金不足比率について
令和元年度おいらせ町一般会計継続費精算報
告について
令和元年度青森県新産業都市建設事業団特定
事業及び特定事業以外の事業の決算報告につ
いて
専決処分の承認を求めることについて

（令和２年度おいらせ町一般会計補正予算（第
４号）について）
おいらせ町特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について
損害賠償に係る和解金の決定と和解について
十和田地区環境整備事務組合規約の変更につ
いて
令和２年度おいらせ町一般会計補正予算（第
５号）について
令和２年度おいらせ町国民健康保険特別会計
補正予算（第３号）について
令和２年度おいらせ町奨学資金貸付事業特別
会計補正予算（第１号）について
令和２年度おいらせ町公共下水道事業特別会
計補正予算（第１号）について
令和２年度おいらせ町農業集落排水事業特別
会計補正予算（第１号）について

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

認定第 １ 号

認定第 ２ 号

認定第 ３ 号

認定第 ４ 号

認定第 ５ 号

認定第 ６ 号

認定第 ７ 号

認定第 ８ 号

発議第 ２ 号

令和２年度おいらせ町介護保険特別会計補正
予算（第２号）について
令和２年度おいらせ町後期高齢者医療特別会
計補正予算（第１号）について
令和２年度おいらせ町病院事業会計補正予算

（第２号）について
令和元年度おいらせ町一般会計歳入歳出決算
認定について
令和元年度おいらせ町国民健康保険特別会計
歳入歳出決算認定について
令和元年度おいらせ町奨学資金貸付事業特別
会計歳入歳出決算認定について
令和元年度おいらせ町公共下水道事業特別会
計歳入歳出決算認定について
令和元年度おいらせ町農業集落排水事業特別
会計歳入歳出決算認定について
令和元年度おいらせ町介護保険特別会計歳入
歳出決算認定について
令和元年度おいらせ町後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算認定について
令和元年度おいらせ町病院事業会計決算認定
について
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方
財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を
求める意見書について

　８月20日（木）、議員全員協議会が
開催され、３件を協議しました。

第４回議員全員協議会

◆新型コロナウイルス感染症対策及び
　町支援策第３弾

　国の第２次補正予算が成立し、地方創
生臨時交付金が増額され、当町への配分
額は２億７８８７万円と示された。
　これを受けて支援策を拡大するほか、
新規支援策として「新生児特別定額給付金
交付事業」により、令和３年２月１日まで
に出生した児童へ10万円を給付する。
　その他、おいらせ病院や避難所、公共
施設等の感染予防対策及び、図書館では
児童図書を一括購入し団体貸し出しが可
能となるほか、電子書籍も
増やし読書環境を充実させ
る事業等を盛り込んだ。

◆�十和田地区環境整備事
務組合の解散と十和田
地域広域事務組合への
事務統合(案)

　し尿及び浄化槽汚泥処理
施 設（六 戸 衛 生 セ ン タ ー、
三沢地区衛生センター）の
老朽化に伴い、平成28年度
から事務組合のあり方を検
討した結果、事務組合を解
散し、十和田地域広域事務
組合へ事務統合する。
　統合後は、十和田市、五
戸町、六戸町、新郷村、お
いらせ町の５市町村で構成
され、当町の新処理方式に
よる運営費負担
割 合 は19.99 ％
の見込みとなる。

◆都市計画見直し素案

　町では、合併後の将来を見据え
た持続可能なまちづくりを目指
し、平成22年度から調査を行い、
29年度に町都市計画マスタープラ
ンを策定した。
　これにより、八戸都市計画区域
から、町の一部区域を分離し、新
たに町全域を「おいらせ都市計画区
域」として指定する予定となった。

『３つのまちづくりのルール』
１．�用途地域・特定用途制限地域

の指定
２．�建築基準法による集団規定の

適用(日照、通風、採光など
良好な住環境の確保、延焼防
止等)

３．開発許可対象面積の統一化
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▼　
９
月
定
例
会　
議
案
審
議

９ 月 の 主 な
議 案 審 議

【
議
案
第
45
号
】

町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

提
案
理
由 

国
の
基
準
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
本
条
例
も
所
要
の
改
正
を
行
う
。

問 
平
野
敏
彦
議
員　

改
正
基
準
の
要
点
説
明
を
。

答 

昨
年
10
月
か
ら
３
歳
以
上
の
保
育

料
が
無
料
と
な
り
、
食
事
は
基
本
的
に

実
費
徴
収
と
な
っ
た
。
今
回
は
条
例
を

現
状
に
合
わ
せ
一
部
改
正
す
る
。

問 

西
館
芳
信
議
員　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
と
は
保
育
園
を

指
す
の
か
。
ま
た
、
町
内
の
全
施
設
が

該
当
す
る
の
か
。
更
に
な
ぜ
町
長
が
指

定
す
る
の
か
。

答 

当
町
に
あ
る
認
定
こ
ど
も
園
は
ほ

ぼ
特
定
教
育
・
保
育
施
設
と
な
る
。
申

請
内
容
を
確
認
し
給
付
対
象
施
設
と
し

て
指
定
す
る
。

【当町の保育料】
（特定教育・保育施設の利用者負担額）

・幼稚園機能利用者の保育料➡ 無料
　※給食費等がかかる場合があります。
・保育所機能利用者の保育料➡ ３歳以上無料
　�３歳未満児で保育料無料世帯は、生活保護、
ひとり親・障がいで住民税非課税世帯です。
　その他は、所得に応じた保育料となります。
・第３子以降の保育料➡ 無料 です。
　（町独自の支援策）

　
「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
」と
は
、

認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
所
等
を
指
し

ま
す
。

　

保
育
施
設
や
保
護
者
に
対
し
、
町

か
ら
運
営
経
費
や
助
成
金
の
支
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。
財
政
支
援
を
受
け
る

事
業
者
と
し
て
、
運
営
基
準
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
の
確
認
を
受
け
た

後
、
給
付
対
象
施
設
と
し
て
指
定
し

て
い
ま
す
。

【
参
考
】昨
年
度
の
決
算
で
は
、
児
童

措
置
費
の
特
定
教
育
・
保
育
施
設
へ

の
給
付
額
は
、
約
11
億
７
２
１
５
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設

�

っ
て
な
に
？

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
各
特
別

会
計
・
病
院
事
業
会
計
決
算
案
は
、
全
議
員

を
も
っ
て
構
成
し
た
決
算
特
別
委
員
会
（
平

野
敏
彦
委
員
長
）
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
多
く
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
が
紙
面
で
は
そ
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

ふ 

る
さ
と
応
援
寄
附
金
２
３
８

３
万
円
の
収
入
が
あ
る
が
、
業

者
へ
の
支
払
手
数
料
や
、
当
町

の
税
金
が
他
自
治
体
へ
流
れ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
担
当
者
の

労
力
を
考
え
れ
ば「
労
し
て
実
り

な
し
」と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
実

態
は
。�

（
西
館
芳
信
議
員
）

答 

職
員
は
１
名
で
担
当
し
、
お
礼

品
が
６
７
０
万
円
、
送
料
１
７
２
万

円
、
業
者
へ
の
使
用
料
２
５
８
万
円
、

他
自
治
体
へ
の
寄
附
は
８
２
２
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

再
質
問 

県
内
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
。

ま
た
、
寄
附
金
に
つ
い
て
当
町
を
除

外
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答 

県
内
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
23
位
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
実
施
し
な
い

こ
と
も
可
能
だ
が
、
他
自
治
体
へ
の

寄
附
金
８
２
２
万
円
は
流
出
す
る
た

め
、
今
後
も

継
続
し
た
い
。

令
和
元
年
度

　
決
算
特
別
委
員
会

　
―
主
な
質
疑
―
　

９
月
１
日

�

は
何
の
日
？

そ
れ
は防

災
の
日

�

で
す
。

▲本村こども園

　
毎
戸
配
布
し
た『
保
存
版
　
お
い
ら

せ
町
　
防
災
安
全
マ
ッ
プ
』を
ご
覧
に

な
り
ま
し
た
か
。
ま
だ
見
て
い
な
い

と
い
う
方
は
、
秋
の
夜
長
に
必
ず
一

度
は
目
を
通
し
、
“
有
事
の
際
”
を

想
定
し
て
み
て
は
。
そ
し
て
、「
非
常

用
持
出
品
」や「
非
常
時
用
備
蓄
品
」の

準
備
・
点
検
し
て
お
い
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
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▼　
定
例
会　
９
月
補
正
予
算

令和２年度　　一　般　会計（第５号）
既定予算の総額に3億6,834万円を追加し、
予算総額を、133億8,268万円とする。 　

歳出の主な内容 補正予算額

庁用器具費(サーマルカメラ設置) 3,258万円

歳入の主な内容 補正予算額 定住促進助成金 2,610万円

地方消費税交付金 ▲5,300万円 新型コロナウイルス感染拡大事業費補助金等 3,656万円

減収補てん特例交付金 1,092万円 新生児特別定額給付金(町独自支援分) 2,000万円

普通交付税 2億4,761万円 事業継続支援給付金(製造・建設・運送業等) 1,600万円

新型コロナウイルス感染症対応
1億2,089万円

小中学校修学旅行キャンセル料等補助金 1,648万円

地方創生臨時交付金(内示) 図書購入費 800万円

公立学校情報機器・環境整備補助金 7,496万円 小中学校機械器具費・充電保管庫整備費
1億8,049万円

財政調整基金の戻し入れ ▲2億1,187万円 (タブレットＰＣ整備)

町債(土木費、臨時財政対策債、教育債) 2,577万円 町郷土芸能保存会補助金(子ども鶏舞衣装) 248万円

令和２年度　　一　般　会計（第４号）　令和２年７月13日専決
歳入の主な内容 補正予算額 歳出の主な内容 補正予算額

財政調整基金の取り崩し 250万円 公共土木施設災害復旧費　※ 250万円
※令和２年７月 11、12日の大雨により被害のあった町道北ノ平線法面の仮復旧及び本復旧工事費

令和２年度　　特　別　会計
特別会計 補正予算額 補正後予算総額 歳出の主な内容

国民健康保険(第３号) 1,597万円 25億4,914万円 保険給付費交付金の実績精算

奨学資金貸付事業(第１号) ▲137万円 1,544万円 奨学資金貸付者の確定

公共下水道事業(第１号) 5万円 10億4,950万円 馬淵川流域下水道事業費負担金の内示額変更

農業集落排水事業(第１号) 120万円 1億3,252万円 古間木山地区マンホールポンプ交換

介護保険(第２号) 6,193万円 25億8,039万円 保険給付費等の実績精算

後期高齢者医療(第１号) 2,032万円 2億3,325万円 後期高齢者医療広域連合納付金負担額決定

病院事業(第２号) 4,224万円 11億391万円 医療従事者・職員慰労金等

※千円の位を四捨五入しています。

９ 月 算補 正 予
しました

可決

【
議
案
第
48
号
】
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

地 

方
債
で
交
付
税
措
置
さ
れ
る
額
は
。�

（
馬
場
正
治
議
員
）

答 

現
在
の
一
般
会
計
の
地
方
債
残
高
約
１
０
０
億
円
に
加
え
、
一
般
会

計
か
ら
公
営
企
業
会
計
の
繰
出
見
込
額
は
約
60
億
円
と
な
る
。
合
計
約
１

６
０
億
円
の
う
ち
交
付
税
措
置
額
は
、
約
１
２
４
億
円
と
な
る
見
込
み
。

再
質
問 

９
月
補
正
後
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
。

答 

令
和
元
年
度
末
で
約
14
億
円
。
今
回
、
補
正
後
の
予
算
に
従
い
取
り

崩
し
た
場
合
は
約
10
億
４
０
０
０
万
円
と
な
る
。

【
議
案
第
50
号
】

奨
学
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

奨 

学
資
金
貸
付
金
２
７
３
万
円
の
減
額
理
由
は
。

　

  

ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
追
加
の
貸
付
は
。�

（
平
野
敏
彦
議
員
）

答 

当
初
、
大
学
生
・
院
生
10
名
、
短
大
・
専
門
学
校
・
高
専
６
名
、
高

校
２
名
で
募
集
し
た
結
果
、
大
学
生
等
６
名
、
短
大
生
等
２
名
の
応
募
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
特
別
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
配
慮
し
、
追
加
募

集
し
た
結
果
、
大
学
生
３
名
の
応
募
が
あ
り
、
貸
与
額
の
確
定
に
基
づ
き

減
額
し
た
。

再
質
問 

貸
付
額
の
拡
大
や
給
付
型
等
へ
の
見
直
し
は
。

答 

試
算
の
結
果
、
現
在
の
大
学
生
へ
の
貸
付
月
額
４
万
円
を
５
万
円
へ

増
額
し
た
場
合
、
募
集
人
員
が
減
る
こ
と
に
な
る
。
奨
学
生
選
考
委
員
会

や
教
育
委
員
会
で
も
協
議
し
た
が
、
今
後
、
コ
ロ

ナ
禍
で
応
募
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

貸
付
金
額
・
人
数
と
も
現
状
維
持
と
い
う
結
論
に

至
っ
た
。
給
付
型
に
つ
い
て
も
元
々
、
原
資
と
な

る
財
源
が
乏
し
い
た
め
、
奨
学
金
の
運
用
自
体
が

困
難
と
な
る
た
め
現
状
維
持
と
し
た
。

補
正
予
算
　
― 

主
な
質
疑 

―
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▼
　
一
般
質
問

※�「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導による
政策論議です。
　年４回の定例会で行われます。
　�議員が、町の一般事務について、執行機関に対しその
執行の状況及び将来の方針等について所信をただし、
事実関係を明らかにすることにより、現行の政策を変
更、是正させ、あるいは新規の政策を採用させるなど
の目的効果があります。

※�一問一答方式の場合、60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　�「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が原稿を
作成しており、スペースの都合上、質問と答弁を要
約しています。
※�会議録は、議会事務局（本庁舎３階）や町議会ホー
ムページ
　�（http://www.town.oirase.aomori.jp/site/
gikai/）で閲覧できます。
　また、本庁舎議場での傍聴もお待ちしております。

ページ 議員（質問順） 主な質問項目

10 澤　上　　　勝　議員
・新型コロナウイルス休校の対応は
・災害時の生活弱者への対応は
・スマート農業への取り組みは

11 平　野　敏　彦　議員 ・更新防災マップについて問う
・コロナウイルス対策に伴う町の支援事業は

12 松　林　義　光　議員 ・コロナ関係について問う

13 西　館　芳　信　議員
・コロナ禍をめぐるおいらせ病院の現状は
・農業における労働力の確保は
・農業行政の課題

14 日野口　和　子　議員

・高齢社会を支える介護現場の現状は
・�高齢者や障がい者、交通弱者に対する生活支援事業の展
開は
・北部地域に郵便局を
・民・官一体となったコロナウイルス対策の措置は

15 馬　場　正　治　議員 ・子育て支援政策について問う
・町の国際化対策について問う

一 般 質 問
ここが聞きたい

よりよいまちづくりのために

⃝おいらせ町議会だより 2020.10.26 発行／懸かけはし橋⃝9



▼
　
一
般
質
問

▲長芋畑

答 

学
校
の
休
校
措
置
は
、
昨
年
度

末
に
国
か
ら
の
要
請
に
よ
り
実
施
し

た
も
の
が
15
日
間
、
今
年
度
、
国
の

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
実
施
し
た
も

の
が
７
日
間
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
休
校

措
置
等
を
含
め
て
、
昨
年
度
か
ら
現

在
ま
で
、
町
内
の
小
中
学
校
８
校
に

お
い
て
、
児
童
生
徒
へ
の
学
習
指
導

等
に
繰
り
越
し
や
遅
れ
な
ど
は
生
じ

て
い
な
い
。

答 

２
学
期
以
降
の
休
校
に
備
え
、

各
校
で
は
夏
休
み
期
間
中
の
３
～
４

日
間
を
出
校
日
と
し
て
設
定
し
、
授

業
時
間
数
の
確
保
や
学
習
の
定
着
を

図
っ
た
。

答 

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
配
慮

を
必
要
と
す
る
方
々
の
避
難
対
策
は
、

災
害
対
策
基
本
法
及
び
町
の
地
域
防

災
計
画
に
定
め
ら
れ
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
安
全
確
保
措
置
を
講

じ
、
指
定
避
難
所
で
必
要
と
さ
れ
る

設
備
の
整
備
に
努
め
、
一
人
暮
ら
し

等
の
身
寄
り
の
な
い
方
、
要
介
護
状

態
等
に
よ
り
避
難
が
難
し
い
方
等
、

特
に
支
援
が
必
要
な
方
に
は
、
介
護

保
険
事
業
所
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
安
否
確
認
の
実
施
、
指
定
避
難

所
や
福
祉
避
難
所
へ
の
避
難
介
助
等
、

当
事
者
の
状
態

や
災
害
の
状
況

に
応
じ
た
支
援

を
行
う
。

答 

日
常
介
護
が
必
要
な
方
の
避
難

先
と
し
て
福
祉
避
難
所
が
あ
り
、
避

難
所
の
中
の
一
部
に
設
け
る
福
祉
避

難
ス
ペ
ー
ス
と
、
介
護
保
険
事
業
所

等
と
の
協
定
に
よ
り
指
定
す
る
福
祉

避
難
所
が
あ
る
。

　

福
祉
避
難
ス
ペ
ー
ス
は
、
各
避
難

所
の
一
角
に
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、

見
守
り
等
の
支
援
を
行
う
。
避
難
所

に
よ
っ
て
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ

り
、
常
時
介
護
が
必
要
な
方
や
福
祉

用
具
を
使
用
す
る
方
等
は
、
福
祉
避

難
ス
ペ
ー
ス
で
の
対
応
が
難
し
い
た

め
、
福
祉
避
難
所
に
避
難
さ
せ
る
。

現
在
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
併
せ
て
、

７
事
業
所
の
25
施

設
で
１
６
２
人
分

を
確
保
し
て
い
る
。

答 

担
い
手
の
高
齢
化
や
労
働
力
不

足
が
進
む
中
、
農
業
が
直
面
す
る
構

造
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

現
場
で
、
導
入
・
普
及
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

町
支
援
の
現
状
は
、
国
庫
補
助
事

業
の
経
営
体
育
成
支
援
事
業
や
、
担

い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事
業
の

農
業
機
械
導
入
の
活
用
に
つ
い
て
農

家
へ
周
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国

庫
補
助
事
業
の
た
め
採
択
要
件
が
厳

し
く
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
導
入
は

町
内
で
は
進
ん
で
い
な
い
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
に
よ

り
、
農
作
業
の
省
力
化
・
軽
労
化
が

図
ら
れ
、
新
規
就
農
者
や
若
手
農
業

者
の
確
保
や
栽
培
技
術
力
の
継
承
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
引
き
続
き
周

知
を
図
る
。

答 

農
協
の
産
地
拡
大
対
策
事
業
に

お
い
て
、
農
協
か
ら
購
入
し
た
長
芋

ム
カ
ゴ
代
金
の
一
部
を
助
成
す
る
長

芋
優
良
種
苗
助
成
に
よ
り
、
農
家
の

所
得
向
上
と
産
地
強
化
が
図
ら
れ
て

い
る
た
め
、
現
時
点
で
は
町
独
自
種

子
助
成
を
考
え
て
い
な
い
。

　

長
芋
生
産
農
家
の
農
業
経
営
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
優
良
種
子

へ
の
転
換
を
推
進
し
、
良
品
質
生
産

に
よ
る
単
収
の
向
上
に
努
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
町
と
し
て
も
品
質
の

状
況
に
注
視
し
つ
つ
、
農
家
へ
の
情

報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
関

係
団
体
と
連
携
し
、
優
良
種
子
の
普

及
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

新型コロナウイルスでの休校による
児童生徒の学習状況の遅れは

澤上　　勝 議 員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

�

休
校
の
対
応
は

災
害
時
の
生
活
弱
者
へ
の
対
応

は

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
取
り
組
み

は

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
の
休

校
に
よ
る
児
童
生
徒
の
学
習
の
実
態

は
。問 

休
校
中
の
授
業
の
遅
れ
を
確
保

す
る
た
め
の
対
応
は
。

問 

日
常
介
護
に
お
け
る
緊
急
時
の

避
難
確
保
が
出
来
て
い
る
か
。

問 

災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者
及
び

障
が
い
者
の
避
難
対
策
は
。

問 

若
い
農
業
者
に
夢
を
持
た
せ
る

た
め
に
も
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の

導
入
支
援
事
業
の
考
え
は
。

問 

長
芋
優
良
種
子
へ
の
助
成
事
業

の
考
え
は
。
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▼
　
一
般
質
問

答 

い
ち
ょ
う
公
園
体
育
館
や
町
民

交
流
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
町
内
の

小
中
学
校
の
体
育
館
な
ど
、
広
い
ス

ペ
ー
ス
の
あ
る
体
育
施
設
を
中
心
に
、

安
全
な
場
所
に
あ
る
集
会
所
等
も
地

域
の
避
難
所
と
し
て
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

答 

避
難
所
運
営
は
、
手
順
等
の
詳

細
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
定
め
て
い
る
。

町
職
員
、
町
内
会
長
、
自
主
防
災
組

織
の
代
表
者
等
で
避
難
所
運
営
委
員

会
を
設
置
し
、
町
災
害
対
策
本
部
と

連
絡
調
整
し
運
営
す
る
。

答 

答 

国
の
特
別
定
額
給
付
金
交
付
事

業
は
令
和
２
年
４
月
27
日
時
点
で
住

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

が
対
象
で
あ
っ
た
。

　

当
町
の
独
自
事
業
は
国
の
基
準
日

時
点
で
、
母
親
の
胎
内
に
い
る
新
生

児
ま
で
拡
大
し
、
２
８
０
日
目
の
令

和
３
年
２
月
１
日
ま
で
に
出
生
し
た

新
生
児
を
対
象
と
し
た
。

答 
学
校
の
世
界
で
は
、
差
が
な
い

よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

答 

国
省
庁
等
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
示
さ
れ
、
個
別
具
体
的
に
整
理
さ

れ
て
い
る
た
め
、
関
係
団
体
等
で
事

業
等
を
行
う
際
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
活
用
し
て
頂
き
た
い
。
町
独

自
に
改
め
て
作
成
し
な
い
。

答 

ス
ポ
ー
ツ
離
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
課
題
で
、
昨
年
度
の
全
国
体
力

テ
ス
ト
で
は
小
・
中
学
校
と
も
前
年

度
を
下
回
っ
た
。
主
な
要
因
は
ゲ
ー

ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
長
時
間
利

用
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
な
改
善

策
を
示
す
の
は
難
し
い
が
、
今
後
も

ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
支
援
や
、
運
動

等
の
意
義
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

新生児特別定額給付金10万円の対象期間拡大を

平野　敏彦 議 員

更
新
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
問
う

問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
、
多
く
の
避

難
所
を
開
設
し
、
十
分
な
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
と
あ
る
が
具
体
策
は
。

問 

こ
れ
ま
で
の
感
染
予
防
対
策
や

生
活
支
援
、
経
済
対
策
等
を
含
め
た

町
の
緊
急
経
済
対
策
事
業
費
の
総
額

は
。

　
ま
た
、
他
の
自
治
体
に
無
い
独
自

支
援
事
業
と
そ
の
額
は
。
更
に
、
一

般
財
源
の
持
ち
出
し
総
額
は
。

問
 
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
（
１

人
10
万
円
）
事
業
の
対
象
期
間
に
つ

い
て
、
令
和
３
年
２
月
１
日
ま
で
に

出
生
し
た
方
を
令
和
３
年
４
月
１
日

出
生
し
た
方
ま
で
拡
大
し
な
い
理
由

は
。
そ
の
学
年
全
て
を
対
象
と
し
な

け
れ
ば
不
公
平
感
が
生
ま
れ
る
と
思

わ
れ
る
が
。

問 

避
難
所
運
営
は
、
町
と
地
域
と

避
難
者
が
連
携
し
運
営
す
る
と
あ
る

が
、
町
・
自
主
防
災
組
織
・
町
内
会
の

役
割
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
伴
う

�

町
の
支
援
事
業
は

▲町民交流センター

再
質
問 

学
年
の
中
で
半
分
は
給
付

金
の
対
象
外
と
い
っ
た
場
合
、
教
育

的
見
地
か
ら
ど
う
考
え
る
か
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
文
化
団
体
等

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
小
規
模
開
催
が
望

ま
れ
て
お
り
、
町
民
の
交
流
機
会
を

提
供
す
る
た
め
に
コ
ロ
ナ
対
策
は
重

要
と
考
え
る
。
町
民
に
対
し
、
分
か

り
や
す
い
町
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
明

示
し
、
対
応
す
べ
き
で
は
。

問 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
身
体
的
及

び
精
神
的
な
健
康
を
維
持
す
る
上
で
、

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
は
重
要
視
さ
れ
て

い
る
。
特
に
児
童
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ

離
れ
と
ス
ポ
ー
ツ
レ
ベ
ル
の
低
下
を

心
配
し
て
い
る
が
改
善
策
は
。

町のコロナ関係事業費総額　７億４，０６２万円 ※計画含む
【財源】地方創生臨時交付金　　　　　３億９，９７６万円
　　　　県の地域経済対策事業補助金　　　１，５００万円
　　　　その他の国・県の補助金　　　１億７，４５０万円
　　　　一般財源からの持ち出し総額　１億５，１３６万円
【町独自支援事業】　事業費総額は２，７９５万円
　①ひとり親家庭支援商品券支給事業
　②農水産物プレミアム販売助成事業
　③休業協力事業所減収者支援給付金交付事業
　　※�上記３事業は、地方創生臨時交付金、県の地域経済対策事業費補助金を

全額充当する予定

新生児特別定額給付金

なぜ？
対象期間を拡大しない
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▼
　
一
般
質
問

答 

イ
ベ
ン
ト
等
中
止
留
保
額
は
見
込
み
で
、
３
千

万
円
を
超
え
る
。
し
か
し
、
当
町
の
一
般
財
源
が
大

幅
に
不
足
し
て
い
る
た
め
町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど

と
同
様
の
一
般
財
源
と
し
て
活
用
す
る
。

答 

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
国
内
の
経
済
活
動
が

直
接
反
映
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
を
受
け
、

か
つ
て
な
い
減
収
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

答 

９
月
補
正
予
算
案
を
反
映
す
る
と
、
財
政
調
整

基
金
の
年
度
末
残
高
見
込
み
は
、
10
億
４
４
２
３
万

円
と
な
る
。

答 

今
年
度
の
成
人
式
は
令
和
３
年
１
月
10
日
の
日

曜
日
に
開
催
予
定
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
例
年
通
り
で
の

開
催
は
難
し
い
と
考
え
、
現
在
、
式
典
の
簡
素
化
や

祝
賀
会
実
施
の
有
無
等
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
内

部
で
検
討
中
で
あ
る
。

　

令
和
元
年
度
の
対
象
者
は
３
２
６
名
、
う
ち
、
当

日
の
出
席
者
は
２
３
７
名
。
内
訳
は
、
県
内
や
県
外

と
い
う
区
分
で
把
握
し
て
お
ら
ず
、
県
外
の
大
学
等

へ
の
進
学
率
か
ら
判
断
す
る
と
、
出
席
者
の
約
半
数

は
県
外
の
方
だ
と
推
計
さ
れ
る
。

答 　

答 

当
交
付
金
は
、
緊
急
に
必
要
と
な
る
感
染
拡
大

防
止
や
、
医
療
提
供
体
制
の
整
備
、
介
護
・
福
祉
分

野
の
職
員
の
支
援
等
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
、
柔
軟
か
つ
機
動
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
創
設
さ
れ
た
。
当
町
で
も
、
当
交
付
金
を
活

用
し
た
事
業
を
今
定
例
会
の
補
正
予
算
に
計
上
し
て

い
る
。

　

一
般
会
計
の
児
童
福
祉

費
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園

や
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
等
の
事
業
に
対
し
、

１
施
設
・
事
業
に
つ
き
50

万
円
を
上
限
に
補
助
す
る

予
算
を
計
上
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
で

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
介
護
予
防
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
従
事
者

に
対
す
る
慰
労
金
一
人
当

た
り
５
万
円
と
、
感
染
症

対
策
用
の
物
品
購
入
費
を

計
上
。

　

病
院
事
業
会
計
で
は
、

医
療
従
事
者
や
職
員
等
へ

の
慰
労
金
一
人
当
た
り
20

万
円
と
、
院
内
感
染
防
止

設
備
整
備
と
し
て
、
診
察

室
、
待
合
室
に
利
用
で
き

る
ユ
ニ
ッ
ト
式
陰
圧
ル
ー

ム
や
簡
易
隔
離
病
室
等
の

整
備
予
算
を
計
上
。

今年度の成人式は１月実施するのか
　　　　　また、財政調整基金の残額は

松林　義光 議 員

コ
ロ
ナ
関
係
に
つ
い
て
問
う

問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
鮭

ま
つ
り
、
全
国
将
棋
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
等
を

中
止
し
て
い
る
が
、
中
止
に
よ
り
留
保
し
た
金
額
は

い
く
ら
か
。

　
ま
た
、
留
保
財
源
は
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

問 

今
後
、
町
税
・
消
費
税
交
付
金
の
減
収
が
懸
念

さ
れ
る
が
。

問 

コ
ロ
ナ
関
連
に
伴
う
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
金

額
は
２
億
１
５
２
５
万
円
、
直
近
の
財
政
調
整
基
金

は
７
億
円
余
り
と
新
聞
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在

の
残
額
は
。

問 

今
年
度
の
成
人
式
は
例
年
ど
お
り
１
月
実
施
す

る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
中
止
す
る
の
か
。
ま
た
、
昨
年
の
出
席

者
数
と
、
県
外
の
出
席
者
数
は
。

問 

お
い
ら
せ
病
院
の
４
、５
月
の
外
来
・
入
院
患

者
数
や
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
減
少
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
前
年
度
比
で
の
推
移
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

医
業
収
益
の
前
年
度
比
で
減
収
額
は
。

問 

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括

支
援
交
付
金
を
活
用
で
き
る
の
か
。

【患者数】
H31年4月 R2年4月 前年比

外来 2,833人 2,391人 ▲442人 84.4%
入院 1,622人 1,333人 ▲289人 82.2%

R1年5月 R2年5月 前年比
外来 2,463人 1,861人 ▲602人 75.6%
入院 1,641人 1,318人 ▲323人 80.3%

【医業収益】
H31年4月 R2年4月 前年比
6,097万円 5,587万円 91.6%
R1年5月 R2年5月 前年比
6,244万円 5,297万円 84.8%
1億2,342万円 1億884万円 減収計1,457万円

国の新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金を活用し予算計上

医療従事者や職員等へ２０万円の
慰労金、院内感染防止設備整備費

介護予防ケアマネジメント業務従
事者へ５万円の慰労金、感染症対
策物品購入費

認定こども園等の事業所に
上限５０万円を補助
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▼
　
一
般
質
問

答 

お
い
ら
せ
病
院
は
、
重
症
者
及

び
中
等
症
患
者
を
受
け
入
れ
る
病
床

を
備
え
た
感
染
者
専
用
の
重
点
医
療

機
関
等
で
は
な
い
。
感
染
者
の
入
院

受
け
入
れ
に
不
可
欠
な
設
備
や
機
能

を
備
え
た
医
療
体
制
、
ま
た
、
施
設

構
造
上
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

　

陽
性
者
が
出
た
場
合
は
、
三
戸
地

方
保
健
所
に
連
絡
し
、
そ
の
指
示
や

判
断
に
従
う
こ
と
に
な
る
。

答 

県
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
と
こ

ろ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

る
情
報
が
全
て
で
、
必
要
以
上
の
情

報
は
、
公
表
し
て
い
な
い
。

　

検
査
は
、
八
戸
市
医
師
会
が
１
週

間
に
３
日
、
運
営
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
で
、
１
日
当
り
20
件
の
検
査
が

可
能
で
あ
る
。

答 

感
染
症
対
策
を
始
め
た
２
月
中

旬
か
ら
、
外
来
入
院
患
者
数
が
減
少

し
て
い
る
。
２
・
３
月
の
収
益
減
は

大
き
い
が
、
厳
し
い
中
で
地
域
医
療

の
役
割
達
成
が
住
民
の
理
解
と
信
頼

の
獲
得
と
考
え
る
。

答 

当
町
で
は
６
件
の
農
業
者
が
合

計
72
人
の
外
国
人
技
能
実
習
生
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
国
籍
は
中
国
39
人
、

ベ
ト
ナ
ム
27
人
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
６
人
。

居
住
地
域
は
町
内
66
人
、
三
沢
市
６

人
で
１
戸
建
て
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
、

会
社
の
寮
に
居
住
し
て
い
る
。
賃
金

は
、
１
年
目
は
最
低
賃
金
で
の
雇
用

だ
が
、
以
後
、
昇
給
事
例
も
あ
る
。

答 

管
理
団
体
に
つ
い
て
は
、
町
内

に
１
団
体
、
三
沢
市
に
２
団
体
、
八

戸
市
に
１
団
体
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
は
、
監
理
団
体
や
実

習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
農
業
者
へ

の
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。
監
理
団

体
や
農
業
者
が
、
入
居
費
・
管
理
費

等
の
助
成
や
、
住
居
で
の
ワ
イ
・

フ
ァ
イ
の
環
境
整
備
、
入
国
後
の
日

本
語
を
学
ぶ
講
習
費
用
の
助
成
を
し

て
い
る
事
例
が
あ
る
。

答 

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
待
機

費
用
の
町
独
自
助
成
は
、
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
の
技
能
実

習
制
度
の
活
用
状
況
や
感
染
症
の
推

移
を
注
視
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
検
討

し
て
い
く
。

答 

農
振
除
外
は
除
外
の
申
し
出
か

ら
関
係
団
体
と
の
調
整
や
意
見
聴
取
、

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
案
と
理
由

書
の
作
成
、
県
と
の
事
前
協
議
を
経

て
、
概
ね
30
日
間
の
公
告
、
15
日
間

の
所
有
者
等
関
係
権
利
者
か
ら
の
異

議
申
出
、
そ
の
後
、
知
事
と
の
本
協

議
を
経
て
、
同
意
が
あ
れ
ば
、
計
画

の
変
更
決
定
、
縦
覧
と
な
る
。
町
と

し
て
除
外
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
は

申
請
者
へ
適
切
な
指
導
を
行
い
、
期

間
短
縮
が
少
し
で
も
図
ら
れ
る
よ
う

に
県
に
も
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

来院者がコロナ感染症の陽性と
　　　　　　　　　　判明した時の対応は
西館　芳信 議 員

コ
ロ
ナ
禍
を
め
ぐ
る

�

お
い
ら
せ
病
院
の
現
状
は

問 

感
染
者
の
搬
送
、
入
院
な
ど
感

染
者
病
棟
の
無
い
お
い
ら
せ
病
院
だ

が
、
来
院
者
が
陽
性
と
判
明
し
た
時

の
対
応
の
詳
細
は
。

問 

全
国
ど
の
病
院
も
感
染
者
受
け

入
れ
の
有
無
に
限
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍

で
経
営
面
で
の
難
点
に
直
面
し
て
い

る
が
、
お
い
ら
せ
病
院
は
ど
う
か
。

問 
外
国
人
労
働
力
の
確
保
は
。

　
技
能
実
習
生
の
町
内
受
入
、
及
び
、

居
住
の
実
態
は
。
ま
た
、
そ
の
総
人

数
と
、
国
籍
、
賃
金
の
状
況
等
は
。

問 

実
習
生
の
第
一
次
的
な
受
入
と

な
る
事
業
協
同
組
合
（
監
理
団
体
）

や
組
合
員
（
各
事
業
所
）
の
実
態
把

握
と
支
援
の
可
否
は
。

問 

コ
ロ
ナ
禍
の
さ
な
か
、
３
密
回

避
の
た
め
、従
来
以
上
の
居
住
ス
ペ
ー

ス
確
保
や
入
国
後
２
週
間
の
待
機
費

用
な
ど
を
助
成
で
き
な
い
か
。

農
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
は

問 

三
八
上
北
地
方
の
検
査
や
、
入

院
者
の
最
大
受
入
数
は
。

農
業
行
政
の
課
題

問 

農
振
地
域
の
変
更
・
除
外
の
手

続
き
に
は
、
許
可
取
得
に
１
年
以
上

の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
常
識
化
さ

れ
て
い
る
。
農
業
の
６
次
産
業
化
が

言
わ
れ
る
昨
今
、
時
代
に
逆
行
す
る

も
の
と
考
え
る
。
町
は
全
県
を
代
表

す
る
農
業
の
町
と
し
て
、
県
に
対
し
、

手
続
き
の
時
間
的
改
善
を
求
め
る
旗

振
り
役
を
す
る
気
は
な
い
か
。

▲地域医療を担うおいらせ病院
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▼
　
一
般
質
問

答 

人
手
不
足
に
よ
り
施
設
の
一
部

サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
て
い
る
施
設
や
、

系
列
事
業
所
を
統
合
し
た
と
こ
ろ
が

あ
る
。

　

介
護
支
援
専
門
員
や
訪
問
介
護
員

な
ど
の
有
資
格
者
が
退
職
し
た
場
合
、

後
任
の
人
材
確
保
に
時
間
を
要
す
る

と
い
う
情
報
も
あ
る
。
緊
急
を
要
す

る
事
態
ま
で
は
い
か
な
い
も
の
の
、

多
少
の
人
材
不
足
が
見
ら
れ
て
い
る
。

答 

介
護
人
材
の
育
成
は
関
係
機
関

が
一
体
と
な
り
取
り
組
み
進
め
ら
れ

て
い
る
。

答 

各
事
業
所
や
施
設
に
お
い
て
人

材
育
成
計
画
に
沿
い
、
職
場
内
で
の

研
修
や
指
導
、
県
や
町
が
主
催
す
る

外
部
研
修
へ
の
参
加
等
に
よ
り
育
成

を
進
め
て
い
る
。
町
で
は
実
地
指
導
、

研
修
会
の
企
画
・
実
施
、
事
例
検
討

等
に
よ
り
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
等

の
幅
広
い
専
門
職
の
人
材
育
成
を
支

援
し
て
い
る
。

答 
車
い
す
相
当
の
方
の
通
院
時
に

利
用
で
き
る
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
や
高

齢
者
、
身
体
障
が
い
者
で
必
要
と
認

め
ら
れ
た
方
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
が
あ
る
。
移
動
販
売
事
業
者
の
情

報
や
、
町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
、
現

状
に
対
応
し
た
生
活
支
援
事
業
を
進

め
て
い
く
。

答 

当
該
事
業

の
検
証
結
果
や

町
民
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
生
活

支
援
体
制
整
備

事
業
の
中
で
実

施
の
有
無
に
つ

い
て
検
討
し
た

い
。

答 

木
ノ
下
小
学
校
区
へ
の
郵
便
局

の
新
規
開
局
を
求
め
る
要
望
書
を
提

出
し
、
東
北
支
社
長
か
ら
は
検
討
中

で
あ
る
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

一
日
も
早
く
開
局
で
き
る
よ
う
要

望
活
動
を
継
続
、
協
議
を
進
め
て
い

く
。

答 

県
の
動
き
や
感
染
状
況
等
を
踏

ま
え
、
危
機
感
を
持
ち
、
予
防
対
策
、

経
済
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
情

報
提
供
、
お
知
ら
せ
は
重
要
と
考
え

て
い
る
。
必
要
に
応
じ
た
対
応
を
取

り
た
い
。

北部地域に郵便局を

日野口　和子 議 員

高
齢
社
会
を
支
え
る
介
護
現
場

の
現
状
は

民
・
官
一
体
と
な
っ
た
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
措
置
は

北
部
地
域
に
郵
便
局
を

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
交
通
弱

者
に
対
す
る
生
活
支
援
事
業
の

展
開
は

問 

２
０
２
５
年
へ
と
進
む
中
、
介

護
現
場
を
支
え
る
人
た
ち
の
人
手
不

足
が
懸
念
さ
れ
、
深
刻
な
現
状
と
聞

い
て
い
る
。
当
町
の
介
護
現
場
の
現

状
は
。

問 

地
域
に
根
差
し
た
介
護
人
材
の

育
成
は
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

問 

図
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら
ど
の

よ
う
な
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

問 

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
交
通
弱

者
に
対
す
る
生
活
支
援
事
業
を
展
開

す
る
考
え
は
。

問 

八
戸
市
内
と
三
戸
郡
内
で
は
タ

ク
シ
ー
運
転
手
が
買
い
物
等
の
代
行

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
社
会
実
験
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。当
町
内
の
タ
ク
シ
ー

会
社
と
話
し
合
い
の
う
え
、
事
業
展

開
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考
え

は
。問 

２
０
１
９
年
６
月
議
会
に
お
い

て
北
部
地
区
に
郵
便
局
設
置
を
質
問

し
た
。
そ
の
際
、
設
置
に
向
け
働
き

か
け
て
い
る
と
答
弁
い
た
だ
い
た
が

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

問 

夏
休
み
や
お
盆
、
夏
季
休
業
等

に
よ
り
帰
省
時
期
も
重
な
り
、
人
の

動
き
が
あ
っ
た
時
期
、
特
に
教
育
現

場
に
お
い
て
は
大
変
な
ご
苦
労
が

あ
っ
た
の
で
は
と
推
察
し
て
い
る
。

我
々
町
民
も
し
か
り
当
局
で
も
更
な

る
安
全
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
以
前
、
ま
ち
づ
く
り
防
災
課

で
行
っ
て
い
た
町
内
放
送
を
続
け
る

考
え
は
。

▲木ノ下小学校区に郵便局を
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▼
　
一
般
質
問

高校生まで医療費助成対象を

馬場　正治 議 員

答 

町
単
独
で
実
施
す
る「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
」と
青
森
県
か
ら
補
助
を
受
け
て
実
施
す
る「
乳
幼

児
医
療
費
給
付
制
度
」、「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

給
付
制
度
」の
３
制
度
が
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
町
の
単
独
事
業
で
あ
る「
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
」は
、
０
歳
か
ら
15
歳
に
達
し
た
日

の
属
す
る
年
度
末
ま
で
の
町
内
に
住
所
を
有
す
る
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
、
所
得
制
限
を
設
け
ず
、
か

か
っ
た
入
院
費
・
通
院
費
を
助
成
し
て
い
る
。

答 

本
年
４
月
１
日
現
在
、
40
市
町
村
中
14
市
町
村

が
高
校
生
ま
で
を
医
療
費
助
成
の
対
象
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
２
つ
の
市
で
は
、
所
得
制
限
を
設
け
て

高
校
生
は
入
院
費
の
み
対
象
と
し
、
11
町
村
で
は
入

院
費
、
通
院
費
と
も
助
成
対
象
と
し
て
い
る
。

答 

町
内
在
住
の
高
校
生
に
あ
た
る
16
歳
か
ら
18
歳

の
人
口
は
現
在
約
７
９
０
人
で
あ
り
、
１
人
当
り
年

間
10
件
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
年
間
助
成
額
は
約

１
５
０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

答 

政
策
公
約
の
中
に
も
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
助

成
の
拡
大
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
ま
た
本

年
度
末
を
も
っ
て
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
が
失

効
す
る
こ
と
か
ら
も
、
事
業
の
効
果
や
財
政
状
況
な

ど
総
合
的
に
判
断
し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答 

本
年
７
月
31
日
現
在
、
町
に
住
所
を
有
す
る
外

国
人
は
２
６
５
人
、
２
０
７
世
帯
で
、
国
籍
数
は
、

22
か
国
。
外
国
人
人
口
は
、
こ
の
３
年
間
で
毎
年
30

人
か
ら
45
人
増
加
し
て
い
た
。
今
後
の
見
通
し
は
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
で
は
難
し
い
。

答 

昨
年
度
、
転
入
転
出
等
の
手
続
き
の
た
め
来
庁

し
た
外
国
人
は
、
１
０
１
人
と
な
り
、
月
平
均
は
約

９
人
と
な
る
。

答 

外
国
人
に
対
す
る

窓
口
や
電
話
に
よ
る
問

い
合
わ
せ
対
応
は
、
多

く
の
国
か
ら
転
入
し
て

い
る
状
況
に
鑑
み
、
今

年
１
月
か
ら
75
の
国
と

地
域
の
言
語
に
対
応
で

き
る
簡
易
翻
訳
機
を

町
民
課
窓
口
に
設
置
し
、

対
応
し
て
い
る
。

答 

庁
舎
、
教
育
施
設
、
体
育
施
設
、
公
園
な
ど
、

町
内
に
あ
る
公
共
施
設
79
ヶ
所
を
確
認
し
た
結
果
、

外
国
語
表
記
を
行
っ
て
い
る
施
設
は
約
３
割
の
23
ヶ

所
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
英
語
表
記
で
避
難
誘

導
に
係
る
も
の
や
施
設
の
案
内
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
政
策
に
つ
い
て

町
の
国
際
化
対
策
に
つ
い
て

問 

当
町
の
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
内
容
は
。

問 

青
森
県
内
で
高
校
生
ま
で
を
医
療
費
助
成
の
対

象
と
し
て
い
る
自
治
体
は
あ
る
か
。

問 

当
町
が
高
校
生
ま
で
を
助
成
対
象
と
し
た
場
合

の
必
要
資
金
は
。

問 

来
年
度
か
ら
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
対
象
を
高

校
生
ま
で
広
げ
る
考
え
は
。

問 

現
在
、
町
に
居
住
す
る
外
国
人
の
世
帯
数
と
人

数
、
国
籍
数
は
。

問 

現
在
の
窓
口
対
応
と
問
い
合
わ
せ
対
応
は
ど
の

よ
う
な
体
制
か
。

問 

町
内
の
公
設
施
設
の
看
板
や
掲
示
物
へ
の
外
国

語
表
記
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問 

外
国
人
の
来
庁
者
は
月
平
均
何
人
か
。

自治体名 小学生 中学生 高校生等 備　　考

青森市 〇 〇 × 有り 5,320,000円

弘前市 〇 〇 〇入院のみ 有り 2,342,000円

八戸市 〇 〇 〇入院のみ 有り 2,342,000円

十和田市 〇 〇 × 有り 2,342,000円

三沢市 〇 〇 × 無し 平成29年7月より所得制限撤廃

野辺地町 〇 〇 × 有り 2,342,000円

横浜町 〇 〇 〇 無し

七戸町 〇 〇 × 有り 所得制限額は問い合わせ要す

東北町 〇 〇 〇 無し 平成22年4月より所得制限撤廃

六ケ所村 〇 〇 × 無し 令和2年4月より所得制限撤廃

六戸町 〇 〇 × 無し

おいらせ町 〇 〇 × 無し

五戸町 〇 〇 × 有り 2,342,000円

南部町 〇 〇 〇 有り 5,320,000円

階上町 〇 〇 × 有り 5,320,000円

三戸町 〇 〇 〇 無し

新郷村 〇 〇 × 無し

田子町 〇 〇 〇 無し

（令和２年８月　各自治体のホームページで確認済み）

馬場正治 一般質問（１．子育て支援政策について）配布資料

県内周辺自治体のこどもの医療費助成制度

所得制限の有無

上
北
郡

三
戸
郡
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私
は
昨
年
４
月
、
皆
様
か

ら
の
ご
支
援
の
も
と
、
町
議

会
議
員
選
挙
で
初
当
選
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
議
員
諸
先

輩
方
や
議
会
の
雰
囲
気
で
緊

張
の
連
続
で
す
が
一
議
員
と

し
て
精
進
し
、
町
民
の
為
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
日

本
の
み
な
ら
ず
世
界
を
震
撼

さ
せ
て
い
ま
す
。
当
町
で
は

幸
い
な
事
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
、
９
月

現
在
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
か
ら
厳
し
い
冬

の
到
来
に
向
け
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
も
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
重
の
対

策
に
町
民
の
皆
様
も
心
し
て

取
り
組
み
、
健
康
第
一
で
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

�

広
報
委
員　

佐
々
木　

勝

編
集
後
記

議会運営委員会において、２件の陳情書を審査した結果、陳情第５号を
産業民生常任委員会に、陳情第６号を総務文教常任委員会に付託し、９
月３日(木)に両常任委員会を開催しました。

紙面の都合上、会議内容は抜粋して掲載しております。

◆総務文教常任委員会◆
　青森県町村議会議長会から「新型コロナウイ
ルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化
に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出
を求める陳情」の取扱いを協議しました。

【陳情書の趣旨】
　新型コロナウイルス感染症の拡大で、地方税・地
方交付税の大幅な減少等により、今後の地方財政
は、かつてない厳しい状況になることが予想されて
いる。地域の実情に応じた行政サービスを安定的か
つ持続的に提供していくためには、地方税・地方交
付税等の一般財源総額の確保・充実を強く国に求め
ていくことが不可欠である。
　このため全国町村議会議長会では、各町村議会に
おいても、９月定例会で地方財政の急激な悪化に対
する地方税財源の確保を求める意見書を決議してい
ただき、国会・関係行政庁に対し、意見書の提出を
お願いし、更に、地元の国会議員にも要望活動して
頂きたい。

審査結果
　意見書の提出を『採択すべきもの』とし、今定例
会に、平野敏彦委員長より提案理由を説明。追加議
事日程にかかげ、採決し、可決された場合は、議長
から国会及び関係行政庁へ送付する。

９月１０日(木)追加提案、可決
　９月１５日、議長名で国会を
含む１０関係行政庁へ意見書を
提出しました。

◆産業民生常任委員会◆
　後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求め
る意見書提出の陳情書の取扱いを協議しました。
【陳情書の趣旨】
　高齢者の医療費について、「一定所得以上」の人は
「医療費の窓口負担を２割」とする法制上の処置が
講じられようとしており、後期高齢者が必要な医療
を受けられる機会の確保という観点から、窓口負担
については現状維持が必要と考え、国に対し意見書
を提出して頂きたい。

意見【柏﨑利信委員】後期高齢者の医療費は、０歳
から負担している「後期高齢者支援金」と「公費」
で全体の約９割で支えている。（※下記グラフ参照）高齢
者の医療制度崩壊は是が非でも避けなければならな
いため「不採択すべきもの」と考える。
審査結果
“団塊の世代”が75歳の年齢に達し、医療や介護な
どの社会保障費の急増が懸念される「2025年問題」
を踏まえ、ますます加速化する
「超・超高齢者社会」に対応す
べく、現行制度の見直しはやむ
を得ない。改革しなければ高齢
者医療制度崩壊の危機を招き、
維持・存続が困難になると考
え、当委員会では、「不採択す
べきもの」と決定しました。

年代区分 現在の医療負担割合
０～６９歳 ３割 （中学生まで医療費無料）
７０～７４歳 ２割 （現役並所得者３割）７５歳～ １割

常　任　委　員　会

第４回定例会のお知らせ
令和２年12月３日（木）午前10時から

おいらせ町議会では、
みなさんの傍聴をお待ちしています。
※傍聴される方はマスク着用をお願いします。
●問い合せ　議会事務局（本庁舎３階）
●電話　0178（56）2112

　

８
月
27
日(

木)

青
森
市
に
お
い

て
、
新
人
議
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
佐
々
木
勝
議
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
新
潟
県
立
大
学

国
際
地
域
学
科
准
教
授
の
田
口

一
博
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
議
員

と
し
て
活
躍
し
続
け
る
た
め
に
」

と
題
し
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

「
効
果
的
な
質
問
」
と
、「
議
会

制
度
と
政
務
活
動
に
つ
い
て
」

基
本
的
な
事
柄
の
意
味
や
考
え

方
、
大
原
則
な
ど
豊
富
な
知
識

と
経
験
に
基
づ
い
た
説
得
力
の

あ
る
研
修
会
で
し
た
。

新
人
議
員
研
修
会


